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安
全
安
心

し
な
や
か
で
安
心
し
て

�

住
め
る
ま
ち

・
防
災
・
消
防

・
道
路

・
河
川
等

・
防
犯

・
交
通
安
全

・
消
費
生
活

市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財

産
を
守
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の

協
力
に
よ
り
河
川
の
改
修
・
維
持

管
理
や
内
水
対
策
な
ど
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
防
災
教
育
や
地
域

に
お
け
る
防
災
活
動
の
核
と
な
る

人
材
の
育
成
に
努
め
、
自
助
・
共

助
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
安

全
な
地
域
社
会
づ
く
り
と
、
誰
も

が
通
行
し
や
す
い
便
利
な
交
通
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◆
主
要
事
業

・
道
路
改
良
事
業

�

６
億
４
１
２
５
万
円

・
河
川
改
修
事
業

�

６
億
３
７
５
３
万
円

・
内
水
対
策
関
連
事
業

�

８
億
５
５
２
７
万
円

都
市
環
境

利
便
性
と
落
ち
着
き
が

�

共
存
す
る
ま
ち

・
土
地
利
用

・
市
街
地
整
備

・
総
合
交
通
体
系

・
上
水
道

・
下
水
道
等

・
公
園
・
緑
地

・
住
宅
環
境

・
環
境
保
全

自
然
豊
か
な
環
境
と
共
生
し
、

ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

生
活
空
間
を
形
成
す
る
た
め
、
計

画
的
な
市
街
地
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
広
域
幹
線
道
路
に
よ

る
、
物
流
・
観
光
等
へ
の
波
及
効

果
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
道
路
網
の
整
備
に
努
め
、
利

便
性
が
高
く
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

◆
主
要
事
業

・
茂
原
駅
前
通
り
地
区

�

土
地
区
画
整
理
事
業

�

６
億
８
９
６
２
万
円

・
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

�

２
億
６
０
８
９
万
円

・
市
営
住
宅
長
寿
命
化
事
業

�

４
億
７
３
１
５
万
円

協
働
推
進

市
民
が
主
役
の

�

持
続
可
能
な
ま
ち

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

・
人
権
・
男
女
共
同
参
画

・
適
切
な
行
財
政
運
営

・
行
政
改
革
と
情
報
化

市
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
市
政
情
報

の
発
信
・
公
開
と
、
参
加
機
会
の

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
市
民

活
動
団
体
等
の
育
成
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
活
躍

す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
す

べ
て
の
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
生
き
方
等
の
違
い
を
認
め
合

い
、
尊
重
し
合
う
差
別
の
な
い
社

会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
主
要
事
業

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業

�

５
０
１
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
茂
原
ま
ち
づ
く
り

�

応
援
寄
付
推
進
事
業

�

７
４
０
４
万
円

任
期
付
職
員
（
弁
護
士
）

�

雇
用
事
業

�

３
１
２
５
万
円

◆
基
本
構
想
と
は

基
本
構
想
は
、
今
後
10
年
間
に

わ
た
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向

と
、
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像
を

示
し
、
分
野
ご
と
の
基
本
政
策
を

定
め
た
も
の
で
す
。

◆
10
年
後
の
将
来
都
市
像

「
未
来
へ
つ
な
が
る
『
交
流
拠

点
都
市
』
も
ば
ら
」
と
し
ま
し
た
。

「
未
来
へ
つ
な
が
る
」
と
い
う

言
葉
に
は
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

し
て
い
く
、
未
来
を
担
う
世
代
を

育
み
歴
史
と
伝
統
を
伝
え
て
い

く
、
市
民
や
企
業
、
行
政
な
ど
が

つ
な
が
り
協
力
し
合
う
と
い
う
、

い
く
つ
も
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ま
ち
全
体
と
し

て
、
人
や
物
が
集
い
行
き
交
う

「
交
流
拠
点
都
市
」
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

◆
将
来
の
人
口

日
本
全
体
の
人
口
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
５
年
後
の
令
和
７
年

に
８
万
７
０
０
０
人
、
10
年
後
の

令
和
12
年
に
８
万
５
０
０
０
人
、

20
年
後
の
令
和
22
年
に
８
万
人
の

人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

◆
基
本
計
画
と
は

基
本
計
画
は
基
本
構
想
を
基

に
、
前
期
の
５
年
間
に
実
施
す
る

行
政
の
取
り
組
み
内
容
を
、
事
業

分
野
ご
と
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

◆
３
か
年
実
施
計
画
と
は

実
施
計
画
は
基
本
計
画
の
実
現

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
３

年
間
に
お
け
る
具
体
的
な
事
業
を

明
ら
か
に
し
、
行
政
運
営
の
基
本

と
す
る
も
の
で
す
。

本
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
今
後
の
社
会
情
勢
に
よ
る
行

政
需
要
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
毎
年
度
見
直
し
を
行
い

弾
力
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

◆
財
政
の
見
通
し

基
本
計
画
お
よ
び
３
か
年
実
施

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
歳
入
面

で
は
市
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
財
源
の
充
実
・
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
歳
出
面
で
は
社

会
保
障
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
財
政
運
営
の
効
率
化
、
行
財

政
改
革
の
推
進
な
ど
に
努
め
、
事

業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
計
画
事

業
費
を
積
算
し
ま
し
た
。

※
各
事
業
分
野
ご
と
に
記
載
し
た

主
要
事
業
は
、
第
１
次
３
か
年

実
施
計
画
掲
載
事
業
か
ら
抜
粋

し
た
も
の
で
す
。（
太
字
は
新

規
事
業
。
１
万
円
未
満
は
四
捨

五
入
）


